
  

 

 

 
［開催日時］ 

2017年3 月6 日（月） 18 時30 分から20 時30 分 

 

［会場］ 

法政大学市ヶ谷キャンパス九段校舎別館 3階研究所会議室 6 

 所在地：東京都千代田区九段北 3-2-3 

 JR 線、東京地下鉄線、都営地下鉄線「市ヶ谷」駅、「飯田橋」駅下車 

 

［報告者］ 

河 炅 珍（東京大学） 

 

［論題］ 

戦後 PR の移植と受容をめぐって 

 
【司会】 

鈴村裕輔（法政大学） 

【参加料】 

無料 

どなたでもご参加いただけます 
【主催】 

平成 27-29年度科学研究費若手研究（B） 

「戦前の民間組織による対外的情報発信とその影響： 

英語版『東洋経済新報』を例として」（研究代表者：鈴村裕輔） 
【後援】 

 法政大学国際日本学研究所 

【参加申込先】 

yusuke.suzumura.65@hosei.ac.jp（鈴村裕輔） 

■報告の概要■ 

日本におけるパブリック・リレーションズ（PR）の移植は、占領政策

と切り離せない関係にあった。GHQ は各都道府県に対して PRO の設

置を命じ、CIEは PRの理論と実践を教えるための講習会を開いた。だ

が一方で、戦後の PRは、軍事的、政治的組織によってだけではなく、

経済的組織によっても積極的に受容された。本報告では経済同友会や日

経連、日本証券投資協会、電通による活動を取り上げ、戦後 PRをめぐ

って経済的組織と政治的組織の違いは何だったかを問うてみたい。 

 

第 

6 回

数 

研 究

め

る 

会 

平成 27-29年度科学研究費若手研究（B） 

戦前の民間組織による対外的情報発信と 

その影響：英語版『東洋経済新報』を例として 

第 6回研究会 


